
「マイクロ流体技術を用いた精子選別」が
先進医療で利用可能になります

「マイクロ流体技術を用いた精子選別」とは
従来の方法と比較して精子DNA 損傷を極力抑えるようにして精子を選別する技術です。

精子DNA損傷について
精子の頭部には遺伝情報であるDNAが含まれています。最近の研究で、精子DNAの損傷率が高くなると、精子
の質が低下していることになり、自然妊娠や人工授精による妊娠の可能性が低くなることが判明しています。
体外受精、顕微授精においても、精子の質が低下すると、受精率、良い胚盤胞になる割合、妊娠予後が悪くなる原
因になります。また、精子DNA損傷は精子DNA断片化指数：DFI で評価できます。下図にあるように、DFI が高
いほど受精卵の胚発生に悪影響を与えるとされています。

マイクロ流体技術を用いた精子選別について
顕微授精において、ZyMōt( ザイモート ) やレンズフックCA0に代表されるスパームセパレーターは従来の方法と
比較して精子DNA損傷を極力抑えるようにして精子を選別する技術です。その理由は、従来の精子調整で行われ
る遠心分離や化学物質の暴露など、精子DNA損傷を起こす作業を排除できるからです。実際に当院で測定した精
液正常所見の男性を含む 20名のデータをご覧ください。
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Rawがもとになる精液、Op swimupが顕微授精における従来の精子調整方法となります。グラフからも明らか
ですが、ZyMōtを使用すると、DFI は 13.4％から 0.4％まで低下しており、損傷精子の割合が極めて低い状態で
あることがわかります。

本技術が適応となる方
当院で行っている精子精密検査で精子DNA断片化指数（DFI）が高かった場合は、精子の質が低いと判断し精子
選別の良い適応となります。また精液検査が正常でもDFI が高い方もいらっしゃいます。当院では、DFI 検査の有
無にかかわらず、顕微授精を行う方を対象としています。人工授精や体外受精には利用できません。また初回の顕
微授精から使用することも可能です。ただし運動精子が極端に低い方はこの技術が利用できない場合があります。
希望があれば採卵数日前までに医師に相談ください。

費用について
● 保険診療費に加え先進医療費として 33,000 円の追加費用が必要です。
● 東京都では、先進医療に対し助成制度が実施されることになりました。条件はありますが自己負担された費用
　 の 7割を助成金として受け取ることができます。
● 自費診療を行っている場合でも可能で費用は同じです。
● 精子の状態により、ZyMōtを使用しても精子が回収できない場合があります。その場合、従来の顕微授精は可
 　能ですが、上記費用は発生いたします。　


